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第 2１回全国大会のご案内 
大会実行委員長 林紘一郎 

（情報セキュリティ大学院大学） 
 

日本セキュリティ・マネジメント学会では第 2１回全国大会を来る 6 月 1６日（土）、岩崎学園西口２号館、３号館（情報セキュ

リティ大学院大学）において開催する運びとなりました。 

学際色豊かな当学会のメリットを活かした有意義な大会といたしたく、是非、関係の方々にもお声をおかけいただき、多数

の方々のご参加をお願い申し上げます。 

なお、今大会の最新情報は学会ホームページ(http://www.jssm.net/)及び情報セキュリティ大学院大学ホームページ

（http://www.iisec.ac.jp/）に掲載いたしますので、ご覧ください。 

 

 

参加費 
  大会参加費 懇親会費 

事前(振込)支払 4,000 円 4,000 円 会員 
（正会員・賛助会員） 当日支払 5,000 円 5,000 円 

事前(振込)支払 5,000 円 4,000 円 非会員 

当日支払 6,000 円 5,000 円 

＊送金された参加費は、理由の如何を問わす返却いたしませんが、大会ご欠席の場合には、 後日「発表

要旨」を 1 部お送りいたします。 

 
 
参加申込の方法 
・ご参加者の氏名、会員・非会員の区別、所属機関名、連絡先御住所・電話番号、メールアドレスを、メール、FAX、
または郵便で日本セキュリティ・マネジメント学会事務局までご連絡ください。 
  メール：jssm21confp@jssm.net 
  ＦＡＸ：03-3371-5185 
  郵 便：〒169－0073  

東京都新宿区百人町 1-20-3 バラードハイム 703 
           日本セキュリティ・マネジメント学会 
 
・郵便振替用紙に必要事項を記入し、6月 5日（火）までにお振込みください 
お振込みをもって参加申込とさせていただきます。6月 6日以後は、当日支払(申込み)扱いとなりますので、お早
めにお振込み下さい。 

 
・郵便振替用紙がお手許にない場合には下記口座へお振込みください。 

口座番号 00190－4－160912 
加入者名 日本セキュリティ・マネジメント学会 全国大会・講演会 

 
・銀行振込の場合には、下記口座へお振込みください。 

口座番号 三井住友銀行 小石川支店 普通預金 3525466 
口座名  日本セキュリティ・マネジメント学会 

 
・2名以上の参加費を一括送金される場合は、必ず参加者全員のご芳名を上記にお知らせください。 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

日本セキュリティ・マネジメント学会
第２１回全国大会プログラム

＜統一テーマ＞ 「全社的な内部統制とセキュリティ」
2007年6月16日（土）

◆午前の部　於：岩崎学園　2号館（神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町2-17）  (敬称略)
　　　　　　　　　　　　　　　9:00～

　     （2号館　8階）　　 　9:45

9:50～

10:00

10:00～

10:50

10:50～

11:00

11:00～

12:30

12:30～

13:00

13:00～

14:00

◆午後の部　於：岩崎学園　3号館（情報セキュリティ大学院大学/神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町2-14-1）

トラックA (3号館 2階 201号室) トラックB (3号館 2階 202号室) トラックC (3号館 3階 303号室) トラックＤ (3号館 3階 304号室) トラックE (3号館 １階 ロビー)

情報管理・情報セキュリティ リスク管理 コンプライアンスとガバナンス 自由論題 院生発表

（正）： 大木栄二郎(工学院大学)
（副）： 力　利則 （日本電気）

（正）： 税所哲郎（関東学院大学）
（副）： 藤本正代（富士ゼロックス）

（正）： 堀江正之（日本大学）
（副）： 小倉久宣（ＮＴＴデータ）

（正）： 大井正浩 (情報セキュリ
ティ大学院大学)
（副）： 橘高弘武（オリックス）

（正）：大曽根　匤（専修大学）
（副）： 向山宏一(キヤノンMJ)

ｾｯｼｮﾝ１

14:00～

14:30

休憩5分

ｾｯｼｮﾝ2

14:35～

15:05

休憩5分

ｾｯｼｮﾝ3

15:10～

15:40

休憩15分

ｾｯｼｮﾝ4

15:55～

16:25

休憩5分

ｾｯｼｮﾝ5

16:30～

17:00

休憩5分

ｾｯｼｮﾝ6

17:05～

17:35

18:00～

20:00

9:00～
　　　　　　受　付　開　始 　理事会

（2号館　8階　805室）

会長挨拶　日本セキュリティ・マネジメント学会　会長　辻井重男（情報セキュリティ大学院大学）　　　　　　　　　（2号館　8階　807室）

　基　調　講　演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2号館　8階　807室）

青山学院大学大学院・会計プロフェッション研究科教授
金融庁企業会計審議会委員（内部統制部会長）

八田 進二

休　憩

パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　　　　  　  　　　　　　　　　　　　（2号館　8階　807室）

　統一テーマ：「内部統制とセキュリティ」
　パネリスト： 持永 勇一 （新日本監査法人 代表社員）
　　　　　　　 守本 正宏 （株式会社ＵＢＩＣ 代表取締役）
　　　　　　　 大井 正浩 （情報セキュリティ大学院大学 客員教授）
　司　　　会： 安冨  潔  （慶応義塾大学 教授）

２００7年度　会員総会   
（2号館　8階　807室）

休　憩（昼　食）

13:00～
受　付　開　始        

（3号館（情報セキュリティ大学院大学）　1階）

分科会→

責任者→
（司会）

時間帯↓

A-1 個人情報保護法全面施行
に伴う社会的影響の総括

B-1 （仮）情報セキュリティの観点
から見た企業におけるリスク管理
について

C-１経済産業省 「システム管理
基準　追補版（財務報告に係るＩ
Ｔ統制ガイダンス）の意義とポイ
ント」

D-2 地方自治体における個人情
報保護対策について

D-1 自治体における情報セキュ
リティ成熟度モデルの研究

E-1　情報セキュリティの効果的
な研修スキームの提案～心理学
的アプローチを適用した試み～

報告：浜田良樹（東北大学） 報告：姫野桂一
        （野村総合研究所）

報告：金井秀紀（経済産業省） 報告：東川輝久,島田達巳
　　　（摂南大学 ）

報告：山口健太郎
   （情報セキュリティ大学院大学）

D-3　OS監査の基本文献｢タン
ブック｣を役立てるために

E-2　ISMS認証に基づく情報管理
体制の実効性向上についての考
察

報告：小林　健、長野豊佳
（OSK）

報告：藤本正代（富士ゼロックス） 報告：郡山　信
　（金融情報システムセンター）

報告：津田　博（滋賀県庁 ） 報告：森　貴男
　　(情報セキュリティ大学院大学)

A-2 個人情報保護の現状と法
令・規範の動向、諸問題の考察

B-2 エンタープライズ・リスク・マ
ネジメント（ERM）と情報セキュリ
ティガバナンスに関する考察

C-2 「金融機関等をめぐるＩＴガ
バナンス－安全対策基準・シス
テム監査指針等の動向を踏まえ
て－」

D-4 情報セキュリティマネジメン
ト確立のための一考察 ～ 国内
企業の情報セキュリティ調査の
分析知見 ～

E-3　ISMS認証取得組織におけ
る現状と課題　～ 認証取得組織
へのアンケート調査から ～

報告：竹内孝一(NTTソフトウェ
ア）

報告：高津岳志(情報セキュリティ
大学院大学卒)

報告：花田経子（新島学園短大） 報告：長谷川誠志 報告：土井智朗
　（情報セキュリティ大学院大学）

A-3 個人情報保護への過剰反
応の発生メカニズム

B-3 情報セキュリティインシデント
における定量的費用分析に関す
る一考察

C-3 「日本情報処理開発協会
IT統制実態調査結果の分析」

D-5　CSR経営につながる環境
管理会計

E-4 次世代電子投票システムに
おけるセキュリティの運営管理に
関する検討

報告：鵜野幸一郎
     （日本セキュアテック研究所）

報告：渡辺研司
　　　　（長岡技術科学大学）

報告：小倉久宣（コーポレートガ
バナンス研究会）

報告：田中　修(情報セキュリティ
大学院大学卒)

報告：南　圭次
　（ 情報セキュリティ大学院大学）

A-4  情報セキュリティ製品の適
切な表示に関する考察～社会
の信認を失わないために～

B-4 企業活動における情報セ
キュリティ投資に関わる経済的イ
ンセンティブ　～事業継続性の確
保による企業価値向上の観点か
らの考察～

C-4 （仮）「コンプライアンスとＥＲ
Ｍ」

D-6　デジタル・フォレンジックか
ら見た現状の各種限界要素とあ
る提言（中間報告）

E-5 企業における監査に必要な
IT証拠とログの関係性

報告：北原宗律（広島修道大学） 報告：谷山充洋
　　　（東京電機大学大学院）

報告：堀江正之（日本大学） 報告：湯田雅夫（獨協大学） 報告：佐藤正也
　（情報セキュリティ大学院大学）

A-5 個人データ保護のための人
的設備について

B-5 ２０００年問題に対するリスク
コミュニケーション面からの分析

C-5 「内部統制報告制度におけ
るITへの対応の現状と課題」

懇　親　会　　　　　　　 　　　　　　　　（3号館（情報セキュリティ大学院大学）　1階ロビー）

報告： 芦田　勝（セキュリティ法
制度研究会幹事）

報告：田口孝弘（朝日大学）、北川
浩司（インターリスク）、岡安邦男
（伊藤忠テクノソリューションズ）

報告：大木栄二郎(工学院大学) 報告：萩原栄幸（NPOデジタル・
フォレンジック研究会）

A-6 （仮）米国金融監督機関等
における「1999年GLB Act」に基
づく金融機関等の顧客向け「プ
ライバシー・モデル通知」（案）策
定の取組みとわが国のコンプラ
イアンス強化に向けた今後の課
題

B-6 クライシスコミュニケーション
の分析

C-6 情報セキュリティ監査にお
ける保証と利用者の関係

懇親会準備



大会実行委員会 
委員長 林 紘一郎（情報セキュリティ大学院大学） 
副委員長 安冨 潔  （慶応義塾大学） 

委員  

芦田 勝  （元國學院大學）    椎原 正次     （大阪工業大学） 

井上 克至  （NTT データ・セキュリティ）   島田 達巳     （摂南大学） 

大井 正浩  （情報セキュリティ大学院大学）   田場 和弘     （国際都市コミュニケーションセンター） 

大内 功   （損保ジャパン・リスクマネジメント）  力 利則       （日本電気） 

大木 栄二郎  （工学院大学）    能勢 豊一     （大阪工業大学） 

大曽根 匤  （専修大学）    花田 経子     （新島学園短期大学） 

岡安 邦男   （伊藤忠テクノソリューションズ）   藤本 正代     （富士ゼロックス） 

小倉 久宜  （NTT データ）    堀江 正之     （日本大学） 

喜入 博   （KPMG ビジネスアシュアランス）  丸谷 俊博     （フォーカスシステムズ） 

橘高 弘武  （オリックス）    右田 俊郎     （東洋ビルメンテナンス） 

税所 哲郎  （関東学院大学）    向山 宏一     （キヤノンマーケティングジャパン） 

佐々木 健美  （情報セキュリティ・個人情報保護コンサルタント） 湯田 雅夫     （獨協大学） 

佐々木 良一  （東京電機大学）    今市 紳一     （本学会事務局） 

澤田 栄浩   （日本高信頼性システム）   伊藤 忠直     （情報セキュリティ大学院大学 

                 セキュアシステム研究所事務局） 

大会会場当日連絡先 

〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2-14-1  
情報セキュリティ大学院大学 事務局 TEL:045-311-7784（代表）  

 
大会会場への御案内  http://www.iisec.ac.jp/about/map.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

主要交通機関 

●東京～横浜 JR 東海道本線              24 分 

●品川～横浜 京浜急行快速特急（快特）       17 分 

●新宿～横浜 JR 湘南新宿ライン（横須賀線）    32 分 

●渋谷～横浜 東急東横線・みなとみらい線（特急） 26 分 

午前会場 ： (学)岩崎学園 横浜西口 2 号館 

情報科学専門学校 

〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2-17 

午後会場 ： (学)岩崎学園 横浜西口 3 号館 

情報セキュリティ大学院大学 

〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2-14-1


